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内藤　剛 長谷川傑 本田五郎 文　敏景 渡邊昌彦

　1983 年当時 30 歳の私は，国立がんセンター病理部で，後に総長まで上り詰めた故廣橋説雄先生に師事
した．実験に明け暮れ，廣橋先生とは毎晩夕食をともにし，終電で銀座のお姉さまたちの甘い香りに噎せ
返りながら家路についた．その甲斐あって辿り着いた初の英語論文が，学位論文となった．先生からは論
文の構成にはじまって，定型文，図表の書き方，索引の選び方まで叩き込まれた．論文とは「目的」を明
示し，それに対する「結果」を記すに尽きることを知った．その後，和文論文の経験がないど素人の私
に，総説依頼が舞い込んだ．見様見真似で書き上げた総説を，こともあろうに病理部長の下里幸雄先生に
読まれてしまった．当時の下里先生はがんセンターの「憲兵」と恐れられていた厳しいお方．目を通すな
り，第一声が「文語体で書けば格調が上がると思ったら大間違い！」「…にて，だの，…おいて，だの使
うんじゃない！」であった．以来，私はなるべく平易な文章を心がけている．
　その後，母校の外科学教室に帰室し，ある光景を目にした．忙しい土曜の午後，データを手にした部下
の傍らで，ご自身がコンピューター（当初はタイプライター）に向かう恩師故久保田哲朗先生の姿である．
部下とディスカッションしながら，その場で久保田先生はスラスラと論文を書き上げていった．まさに神
業．レジデントの中には自分の英語論文を訳せないご仁もいたという過保護ぶりで，先生は 100 篇を超え
る学位論文を指導した．私は残念ながら指導者として，どの師匠にも追いつくことができなかった．た
だ，編集委員歴こそ長いので，偉そうに御託を並べることには長けているかもしれない．
　さて，世の中 IF や CI で論文の価値を争う時代となり，和文誌の意義はどうも薄れつつあるようにみ
える．しかし，自国語で科学論文を書ける国は限られていて，ある種誇るべき文化である．的確な日本語
で簡潔に論文を書き上げる能力を育むことは，我国の科学と文化の根幹に関わる重大事に違いない．最後
に下里先生の「我々が一生に経験できる症例は限られている．だから，症例報告を読んで経験を積むの
だ．症例報告を馬鹿にするなよ．」という言葉を思い出した．

（渡邊昌彦）
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第 25 巻 3 号
『投稿論文特集』

●症例報告
直腸憩室炎による膀胱瘻に対する腹腔鏡下根治術の

1例 濱田朗子・他　宮崎大学外科学講座消化管・内分泌・小児外科学
受傷当日に緊急で腹腔鏡下修復術を行った外傷性腹壁ヘルニアの�

1 例 福岡裕貴・他　国立病院機構神戸医療センター外科
下行結腸粘膜下腫瘍に対し腹腔鏡下漿膜筋層切開法にて腫瘍切除を�

行った 1例 尾花優一・他　メディカルトピア草加病院外科
直腸癌術後局所再発との鑑別を要し腹腔鏡下手術を施行した�

implantation cyst の 1 例 高津史明・他　香川県立中央病院消化器・一般外科
横隔膜上食道憩室に対して腹臥位で胸腔鏡下食道憩室切除�

術を施行した 1例 秋元俊亮・他　東京慈恵会医科大学外科学講座消化器外科
子宮内容除去時の子宮穿孔に伴う絞扼性腸閉塞に対し腹腔鏡下に修復しえ�

た 1 例 藤原淑恵・他　済生会横浜市南部病院外科
洗剤誤飲長期経過後に難治性食道狭窄をきたした腐食性食道炎に対し腹腔鏡・�

胸腔鏡下に切除再建術を行った 1例 田邊麗子・他　小倉医療センター外科
術中 ICG蛍光法が有用であった肝細胞癌腹膜播種の 1例 本庄真彦・他　愛媛大学医学部肝胆膵乳腺外科学
正中腹壁瘢痕ヘルニアに対する endoscopic component separation�

法を併施した IPOM-plus の有用性 市川英孝・他　東北大学大学院消化器外科学
Treitz 靱帯近傍GISTに対し完全腹腔鏡下で切除・再建を施行し�

た 2 例 松田直樹・他　香川県立中央病院消化器・一般外科
●手術手技
ロボット支援下幽門保存胃切除術における体腔内手縫い胃々吻合 清水芳政・他　水戸赤十字病院外科
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